
事 務 事 業 評 価 シ ー ト

（ ) ( ) ( )

施設等整備事業

8 款土木費 1 項 道路橋梁費 4

平成 28 年度（ 平成 27

事業№ 事務事業名 地域ぐるみ除排雪促進費
担
当
部
署

年度分 ）

)

部名 都市整備部

課名 道路・河川管理課

目雪害対策費

電話 ５１－６６８２

基
本
事
項

事 業 期 間 開 始 年 度 平成 17

529 予算事業名 ( 地域ぐるみ除排雪促進費

業務委託

総
合
計
画

施策の大綱 第 4 部 潤いのある安心して暮らせるまち 実 施
方 法
(H27)

雪対策の推進

年度 終 了 年 度 ―

一部業務委託

政 策 ( 章 ) 第 4 章 安心して暮らせるまちづくり 指定管理

市直営

根 拠 法 令 等 富山県地域ぐるみ除排雪促進事業実施要領

事
業
目
的

対
象
誰を・何を 除排雪協議会又は地域振興会

意
図
どのような
状 態 に

冬季間の生活道路の円滑な交通確保のため、きめ細やかで市民ニーズに即応した除排雪を地域ぐるみで
行う。

施 策 ( 節 ) 第 5 節

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

・富山県地域ぐるみ除排雪促進事業費補助金を利用した小型除雪機械の購入
・小型除雪機械の除排雪協議会又は地域振興会への貸与
・除排雪機械運転講習会の開催

H27実績 H28見込 指　標　名

台 66 66 67 67
地域ぐるみ除排雪機械台数を66台(H25)から
71台(H35)にする

成
果
指
標

事 業 目 的
（ 意 図 ） を
明 確 に し て
達 成 度 を
計 る 指 標

単位 H25実績 H26実績

備
考
その他説明を
要 す る 事 項

H27実績 H28見込 指　標　名

地区 44 44 44 44 地域ぐるみ除排雪活動実施地区
活
動
指
標

事 業 内 容
（ 手 段 ） の
活 動 量 ・
提 供 量 を
表 す 指 標

単位 H25実績 H26実績

10,521

（ 当初予算額  ） 6,604

項目(単位:千円) H25決算 H26決算 H27決算 H28予算

10,250 10,904

うち臨時職員人件費

財
源
内
訳
一 般 財 源 4,005 6,780 6,537 7,221

個
別
評
価

評価項目 説　　　　明

妥 当 性
(ａ～ｃ) ａ

地 方 債

そ の 他

事
業
コ
ス
ト

本活動により、市民協働での除排雪活動が推進される。結果として、射水市総合計画の市民ニーズ実態
調査結果で優先的対応が求められている、「雪に強いまちづくりの推進」につながる。

有 効 性
(ａ～ｃ) ａ

事業コストに関する特記事項

直 接 事 業 費 5,911 9,863 9,646

国 ・ 県 支 出 金 1,906 3,083 3,109 3,300

拡充

統合・連携

民間活用

負担適正化

地域ぐるみでの除排雪により、市が除雪することが出来ない狭隘な生活道路等においても機械除雪が可
能となる。

効 率 性
(ａ～ｃ) ａ 実施地区の新規要望と既存の除雪機械の老朽化状態を把握し、購入台数の検討を行う。

やり方改善

総
合
評
価
（

１
次
評
価
）

評価結果
(Ａ～Ｃ) Ａ  現行どおり事業を進めることが適当

総
合
評
価
（

２
次
評
価
）

評価結果
(Ａ～Ｃ)

　地域が主体となった除排雪活動が継続されるよ
う、新規オペレーターの育成を含めた技能習得講
習の開催を検討すること。
　また、より効果的な運用等が図られるよう、計
画的な機械貸与について検討すること。

規模縮小

Ａ 現行どおり
事業を進めることが適当

今後の方向性 改善内容・現行どおりとする理由等 評価委員会のコメント

廃止・休止

　地域ぐるみ除排雪による対象路線の有無やオペ
レーター確保などの諸条件もあり、実施地区の新
規拡大は鈍化傾向にあるが、既に実施している地
区の除雪機械の更新は必要となることから、購入
台数を検討しながら、引き続き事業を実施する。

○ 現行どおり



評価項目チェックリスト

補 助 金 調 書

施設等整備事業

8 款土木費 1 項道路橋梁費 4

平成 28 年度（ 平成 27

事業№ 事務事業名 地域ぐるみ除排雪促進費
担
当
部
署

年度分）

)

部名 都市整備部

課名 道路・河川管理課

目雪害対策費

電話 ５１－６６８２

評価
項目

評価の視点
内容（該当は○、非該当は×）

※内部管理事務の場合、妥当性の判定は行わない（妥当性をａとする）
判定

529 予算事業名 (地域ぐるみ除排雪促進費

妥
当
性

実施意義・
市民ニーズ

①
　社会経済情勢の変化や当初目的の達成状況、市民ニーズなどを勘案しても、事業の実施
意義は低下していない。 ○

民 間 競 合 ② 　民間と競合していない、あるいは事業の実施により民間事業者を圧迫していない。 ○

受 益 者 ・
費 用 負 担

③
　事業内容（手段）の受益者は、公益性が認められる場合を除き、一部に偏っていない。
また、受益者負担あるいは市の負担は適正であり、公平性・公正性が保たれている。 ○

有
効
性

政 策 体 系
との整合性

① 　事業の成果（意図）が、上位施策の目標達成に結びついている（貢献している）。 ○

④ 　事業を継続することで、更なる成果が期待できる。 ○

効
率
性

統 廃 合 ・
連 携 余 地

②
　目的及び対象が類似・重複する事業はなく、他に目的を達成する手段はない、あるいは
他に手段があっても、統廃合や連携の余地がない。 ○

成 果 の
向 上 余 地

③ 　事業内容（手段）を工夫しても、成果を向上させる余地はない。 ×

事業継続に
よ る 影 響

有効性 効率性

直接事業費
削 減 余 地

②
　現在の成果を維持しつつ、事業内容（手段）の事務改善や契約方法の変更等により直接
事業費を削減する余地はない。 ○

実 施 主 体
見直し余地

③
　民間活用・外部委託の拡大や市民協働事業化等による実施主体の見直しについての検討
の余地はない。 ○

従 事 人 員
削 減 余 地

①
　現在の成果を維持しつつ、事業内容（手段）の業務プロセスの最適化等により正規職員
の従事人員や業務従事時間を削減する余地はない。 ○

現行どおり
事業を進めることが適当

平成 28 年度（ 平成 27 年度分） 記載不要

総 合 評 価
( Ａ ～ Ｃ )

評価結果

ａ 適合 ａ 適合 ａ 適合 Ａ
評価
結果

個 別 評 価
( ａ ～ ｃ )

妥当性

性
質

交 付 先 区 分
個 人

定 率

その他

補 助 区 分

定 額

事業費補助 施設等整備補助

団 体 政策的補助 格差是正補助
類 型 区 分

団体運営費補助

利子補給等

算 定 方 法

なし(市単独補助)

補 助 金 等 交 付 額 千円 千円 千円

特
定
財
源

項　目

補助金等交付件数 件 件 件

項　目 H25実績 H26実績 H27実績

国補助( ％ )

う ち 一 般 財 源 千円 千円

千円

千円 )千円 県補助( ％

H25決算 H26決算 H27決算 H28予算

事
務
局
体
制

項　目

交付先歳入決算額

交付先歳出決算額 千円 千円 千円 交付団体が主体

次 年 度 繰 越 額 千円 千円

歳出に占める割合

交
付
状
況

H28見込

件

非該当・事務局なし

補助金の占める割合 ％ ％ ％

千円 千円 千円

担当課が主体
交
付
団
体
状
況

項　目

％ ％ ％

会費負担なし 法 人 会 員 数

千円 その他

(　 )

団体

(会費: ) 個 人 会 員 数

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

人

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

団 体 構 成 員
会 費 負 担

会費負担あり



事 務 事 業 評 価 シ ー ト

（ ) ( ) ( )

総
合
評
価
（

１
次
評
価
）

評価結果
(Ａ～Ｃ) Ａ  現行どおり事業を進めることが適当

総
合
評
価
（

２
次
評
価
）

評価結果
(Ａ～Ｃ)

規模縮小

今後の方向性 改善内容・現行どおりとする理由等 評価委員会のコメント

廃止・休止

　消雪施設整備計画に基づき、必要性、有効性を
検討し、優先度の高い箇所から計画的に整備を進
めていく。

○ 現行どおり

国 ・ 県 支 出 金 5,113 4,440 10,440 74,604

拡充

統合・連携

民間活用

負担適正化

道路幅員が狭く堆雪や排雪場所が無いなど、機械除雪が困難な地区においては、消雪施設は有効であ
る。

効 率 性
(ａ～ｃ) ａ

整備箇所については、全市的な観点から消雪施設の必要性、有効性を検討し、整備計画を策定し、効率
的に事業を進めている。

やり方改善

個
別
評
価

評価項目 説　　　　明

妥 当 性
(ａ～ｃ) ａ

地 方 債 7,400 3,800 36,100

そ の 他 1,149 1,206 11,660

事
業
コ
ス
ト

消雪施設整備の要望は高いが、既存施設（160箇所）の老朽化等に伴い維持管理費が増加し、施設の更
新には多額の費用がかかることになる。今後は機械除雪を基本とし、消雪施設は必要性、有効性の高い
箇所を優先して整備する。

有 効 性
(ａ～ｃ) ａ

事業コストに関する特記事項

直 接 事 業 費 17,135 11,862 19,837 125,851

（ 当初予算額  ） 17,672

項目(単位:千円) H25決算 H26決算 H27決算 H28予算

12,052 20,012

うち臨時職員人件費

財
源
内
訳
一 般 財 源 3,473 7,422 4,391 3,487

備
考
その他説明を
要 す る 事 項

H27実績 H28見込 指　標　名

箇所 0 0 3 3 整備箇所数
活
動
指
標

事 業 内 容
（ 手 段 ） の
活 動 量 ・
提 供 量 を
表 す 指 標

単位 H25実績 H26実績

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

河川水、排水路などの表流水を利用した消雪施設の整備
（10％の地元負担を前提とする。）

H27実績 H28見込 指　標　名

km 167.70 167.70 168.00 169.10 市道の消雪路線延長
成
果
指
標

事 業 目 的
（ 意 図 ） を
明 確 に し て
達 成 度 を
計 る 指 標

単位 H25実績 H26実績

事
業
目
的

対
象
誰を・何を 機械除雪が困難であり、消雪施設が必要かつ有効な地区の住民

意
図
どのような
状 態 に

道路幅員が狭く堆雪や排雪場所が無いなど、機械除雪が困難な地区に消雪施設を整備して、冬期間の安
全な交通確保を目指す。

施 策 ( 節 ) 第 5 節

一部業務委託

政 策 ( 章 ) 第 4 章 安心して暮らせるまちづくり 指定管理

市直営

根 拠 法 令 等

実 施
方 法
(H27)

雪対策の推進

年度 終 了 年 度 ―

電話 ５１－６６８１

基
本
事
項

事 業 期 間 開 始 年 度 平成 17

531 予算事業名 ( 消雪施設整備事業費

業務委託

総
合
計
画

施策の大綱 第 4 部 潤いのある安心して暮らせるまち

部名 都市整備部

課名 道路建設課

目雪害対策費

事業№ 事務事業名 消雪施設整備事業費
担
当
部
署

年度分 ）

)

施設等整備事業

8 款土木費 1 項 道路橋梁費 4

平成 28 年度（ 平成 27



評価項目チェックリスト

補 助 金 調 書

(会費: ) 個 人 会 員 数

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

人

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

団 体 構 成 員
会 費 負 担

会費負担あり

千円 その他

(　 )

団体

％ ％ ％

会費負担なし 法 人 会 員 数

交
付
状
況

H28見込

件

非該当・事務局なし

補助金の占める割合 ％ ％ ％

千円 千円 千円

担当課が主体
交
付
団
体
状
況

項　目 H25決算 H26決算 H27決算 H28予算

事
務
局
体
制

項　目

交付先歳入決算額

交付先歳出決算額 千円 千円 千円 交付団体が主体

次 年 度 繰 越 額 千円 千円

歳出に占める割合

う ち 一 般 財 源 千円 千円

千円

千円 )千円 県補助( ％

項　目 H25実績 H26実績 H27実績

国補助( ％ )

算 定 方 法

なし(市単独補助)

補 助 金 等 交 付 額 千円 千円 千円

特
定
財
源

項　目

補助金等交付件数 件 件 件

事業費補助 施設等整備補助

団 体 政策的補助 格差是正補助
類 型 区 分

団体運営費補助

利子補給等
性
質

交 付 先 区 分
個 人

定 率

その他

補 助 区 分

定 額

現行どおり
事業を進めることが適当

平成 28 年度（ 平成 27 年度分） 記載不要

総 合 評 価
( Ａ ～ Ｃ )

評価結果

ａ 適合 ａ 適合 ａ 適合 Ａ
評価
結果

個 別 評 価
( ａ ～ ｃ )

妥当性 有効性 効率性

直接事業費
削 減 余 地

②
　現在の成果を維持しつつ、事業内容（手段）の事務改善や契約方法の変更等により直接
事業費を削減する余地はない。 ○

実 施 主 体
見直し余地

③
　民間活用・外部委託の拡大や市民協働事業化等による実施主体の見直しについての検討
の余地はない。 ○

従 事 人 員
削 減 余 地

①
　現在の成果を維持しつつ、事業内容（手段）の業務プロセスの最適化等により正規職員
の従事人員や業務従事時間を削減する余地はない。 ○

統 廃 合 ・
連 携 余 地

②
　目的及び対象が類似・重複する事業はなく、他に目的を達成する手段はない、あるいは
他に手段があっても、統廃合や連携の余地がない。 ○

成 果 の
向 上 余 地

③ 　事業内容（手段）を工夫しても、成果を向上させる余地はない。 ○

事業継続に
よ る 影 響

妥
当
性

実施意義・
市民ニーズ

①
　社会経済情勢の変化や当初目的の達成状況、市民ニーズなどを勘案しても、事業の実施
意義は低下していない。 ○

民 間 競 合 ② 　民間と競合していない、あるいは事業の実施により民間事業者を圧迫していない。 ○

受 益 者 ・
費 用 負 担

③
　事業内容（手段）の受益者は、公益性が認められる場合を除き、一部に偏っていない。
また、受益者負担あるいは市の負担は適正であり、公平性・公正性が保たれている。 ○

有
効
性

政 策 体 系
との整合性

① 　事業の成果（意図）が、上位施策の目標達成に結びついている（貢献している）。 ○

④ 　事業を継続することで、更なる成果が期待できる。 ○

効
率
性

電話 ５１－６６８１

評価
項目

評価の視点
内容（該当は○、非該当は×）

※内部管理事務の場合、妥当性の判定は行わない（妥当性をａとする）
判定

531 予算事業名 (消雪施設整備事業費

部名 都市整備部

課名 道路建設課

目雪害対策費

事業№ 事務事業名 消雪施設整備事業費
担
当
部
署

年度分）

)

施設等整備事業

8 款土木費 1 項道路橋梁費 4

平成 28 年度（ 平成 27
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